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実業家 深 見 家の 夫人 多 代 子が 一 月下 旬の ある 夜に、 

熱 海 の 海岸 か ら 投身 自殺 を 遂げ たという 新聞記事が 世 

間 を 騒がした。 

多 代 子 はこと し 三十 七 歳で あるが、 実際の 年よりも 

余 ほど 若く みえる といわれる ほどの 美しい 婦人で、 

種々 の 婦人 事業 や 貧民 救済 事業に も ほとんど 献身的に 

なんぴと 

働いて いる こと は 何人も 知っている。 その 主人公の 深 

見 氏 もまた 実業界に おいて 稀に 見る の 人格者と して 知 

られ ていて、 財産 も あり、 男女 二人の 子供 も あり、 家 



と 旅行す る 程の 資格 を あたえられず、 三等 列車に 乗 込 

ん でいた のであった。 

鉄道が まだ 国有に ならない 時代で、 神 戸 I 下 関 間 は 

山陽 鉄道会社の 経営に 属して いた。 この 鉄道 は 乗客の 

待遇に 最も 注意 を 払つ ている というの を もって 知られ 

ごころ 

ていたので、 三等 室で も 決して 乗り 心 は 悪くない。 

殊に 三十 五 銭の 上等 弁当の ごとき は、 我れ われの よう 

な 学生 あがりの 安月給 取りに は 贅沢 過ぎ る ほどの 副食 

物 を もって 満たされて いるので、 わたし はこの 鉄道に 

乗って 往来す る ごとに、 上等 弁当 を 買って 食う の を 一 

つの 楽しみに している 位であった。 そういう わけで あ 



唯なら ぬ 車内の 様子に いよいよ 驚かされて、 だんだ 

しさ い 

ん その子 細 を 聞きた だすと、 列車 はもう F の 駅に 近づ 

いたので、 三、 四 人の 乗客 は そろそろと 下車の 支度 を 

はじめて、 その 一 人が 頭の 上の 網棚から 自分の 荷物 を 

おろそう とする 時に、 汽車に ゆられて 手 を はずして、 

半分お ろし かけて いた 風呂敷 包み を ほうり 出して し 

まった。 幸いに 他の 乗客に は あたらなかった が、 その 

風呂敷 包みが 床に ど さりと 投げ 落された はずみに、 結 

び 目が ゆるんだ とみえて、 中の 品物が ころげ 出した。 

とうもろこし 

それ は 何 かの 缶詰が 三つ 四つと、 大きい 唐 蜀黍 五、 六 

本であった。 単に それだけ ならば 別に 子細 もない ので 



手から 切符 を 受取って 見た。 「K の 駅から 乗った ので 

すね ご 

「はいご と、 男 は ひどく 恐縮した ような 態度で 答えた。 

彼 は K の 町の 近在に 住む 者で、 F の 町から 一里 ほど 

距れ たと ころに 親戚が あるので、 自分の 畑から 唐 蜀黍 

を 取り、 K の 町へ 出て 来て 蟹の 缶詰 を 買い、 それら を 

土産に して これから 親戚 をたず ねようと する ので あつ 

はず 

た。 勿論、 蛇な ど を 持って来る 害がない。 こんな 小さ 

な 蛇 は 親戚の 村に も たくさんに 棲んで いると、 彼 は 

言った。 

農村の 者が 農村の 親戚 を 訪問す るのに、 こんな 蛇な 



らご と、 車掌 は 催促した。 

男 は 農家の 人 だけに、 こんな 蛇 をなん とも 思って い 

ない らしく、 無雑 作に その 尾 をつ かんで 窓の 外へ 投げ 

出す と、 車内の 人々 は 安心した ように 息をついた。 

「どうも まことに 相 済みません ご と、 男 は 人々 にむ 

か つて 又もや 頭 を 下げた。 「どうして あんな 物が 這い 

込んだ のか、 実に 不思議で ございます。 これから は 気 

をつ けます。 どうか まあ 御 勘弁 を 願います ご 

言う うちに、 列車 はもう F の 駅に 着いた ので、 男 は 

又く り 返して 詫びながら 早々 に 降りて ゆく と、 それと 

入れち がいに、 この 車内へ 乗 込んで 来たの は 学生ら し 



のみ 混雑して いなかった。 現に あの 兄妹の 起った あと 

は 空席に なって いたので、 車掌 は そこへ 腰をおろした。 

「なにが 不思議と いって …… 。 わたし は 一昨年の 春 か 

ら この 鉄道に あしかけ 三年 勤めて いますが ね、 毎年 夏 

になる と、 蛇の 騒ぎが 二、 三回、 多い ときには 四、 五 

回 も あるので すご 

「ここらに は 蛇が 多い のかね ご と、 商人 は 訊いた。 

「特に 多い という 話 も 聞かない のです が …… ご と、 車 

掌 はすこし 首をかしげながら 言った。 「それが 又不思 

議で …… 。 その 蛇の 騒ぎ はいつ でも 広 島と F の 駅との 

あいだに 起る のです。 そうして、 きょうと 同じように、 



乗客 自身 はなん にも 気がつかないで いると、 蛇が いつ 

の 間に かその 荷物の なかに 這入り込んで いるので す。 

ことし ももう これで 五 回目になる でしよう。 わたし も 

職務です から、 一 応は あの人 を 詮議し ました けれど、 

肚の 中で は 又 かと 思って いました ご 

「ふうむ。 そり や あ 不思議 だ、 まったく 不思議 だ ご と、 

ぎ ようさん 

商人 は 仰山 らしく 顔をしかめて、 その 首 を 大きく 振つ 

た。 「そうすると、 何 か 子細が ありそう だな。 広 島と 

F の 町との あいだに 限って いるの は 不思議 だ ご 

「まだ 不思議な こと は、 それが いつでも 上り列車に 

限って いるので すご 



「いよいよ 不思議 だ。 ねえ、 そうじゃありません かご 

と、 商人 はわた し を 見返った。 

「不思議で すね。 上り列車に 限る と は …… ご と、 私 も 

うなずいた。 

「いや、 まだあります ご と、 車掌 も 調子に乗 つたよう 

に 説明した。 「その 蛇 を 持って来る 人 は、 いつでも K 

の 駅から 乗 込む のです。 そうして、 F の 駅へ 近づいた 

時に 発見され るので す。 きょう も きっとそう だろうと 

思いながら、 その 乗車券 を あらためて 見る と、 果たし 

て K の 駅から 乗った 人でした ご 

商人と わたしと は 黙って 顔 を 見合せ ている と、 車掌 



は 又 言った。 

「きょうの ように 偶然の 事故から 発見され る こと も あ 

ります が、 多くの なかには 発見され ないで 済む こと も 

ある だろうと 思われます。 そうすると、 たくさんの 蛇 

が K の 町から 来る 乗客に 付き まとって、 F の 町へ 乗 込 

むこと になる わけです ご 

「そう、 そうご と、 商人 はや や 気味 悪そう にうな ずい 

た。 「どうも 判らない。 なに か 因縁が あるの かな ご 

「どうも 変です よご と、 車掌 も 子細 ありげ に 言った。 

「なにしろ 蛇の 騒ぎ を 起す の は、 K の 町から 来る 人に 

限る のです からな ご 



「その 蛇 は どこへ 行く つもり かな ご と、 商人 はかん が 

えた。 

「そり や 判りません ね ご 

「判らない のが 本当だろう が、 なに か F の 町の 方へ 

行って 祟る つもりら しい ごと、 商人 は 何もかも 見 透し 

ている ように 言った。 「きっと F の 町の 誰かに 恨みが 

あって、 ぞろぞろ 繫 がって 乗 込む に 相違ない。 怪談、 

怪談、 どうも 気味が よくない なご 

さっきの 兄妹の 顔が わたしの 眼に 浮かんだ。 

商人 も それに 気が つ いたよう に 又 言い出した。 

「そうすると、 あの 兄妹が 蛇の 話 を 聞いて 顔の 色 を 変 



えたの が 少しお かしい ぞ、 あの 二人 は F の 駅から 乗つ 

たんだから …… ご 

「どんな 人た ちでした ご と、 車掌 は 訊いた。 

商人 は 二人の 人相 や 風俗 を 説明して、 彼らが 途中 か 

ら 俄かに 下車した こと を 話す と、 車掌 も 耳 をす まして 

さと 

聴いて いたが、 さて それが 何者で あるか を 覚り 得ない 

らしく、 やがて 私たちに 会釈して 立 去った。 

二 

予定の 通りに、 わたし は 岡 山で 弁当 を 買って 食った 



それ は 今度の 列車に も、 K の 町から 乗り込む 人が 

あって、 その 人が 又もや 蛇 を 伴って いるか も 知れない 

という ことで あつたが、 その 期待 はまった く 外れて し 

まった。 K の 町から 乗った 人 も あり、 F の 町で 降りた 

人 もあった が、 いずれも 平穏無事で、 なんの 人騒がせ 

を も 仕出来さずに 終った ので、 わたし は ひそかに 失望 

しながら 車 外 を ぼんやり 眺めて いると、 F の 駅の 改札 

口 をぬ けて、 十四、 五 人の 乗客が つづいて 出て 来た。 

きょうだ い 

そのな かに あの 学生の 兄妹 の 顔 を 見いだ した 時に、 

わたし は 俄かに 胸のお どるの を おぼえた。 そうして、 

かれらが きょう も 私の 車 室へ 乗 込む こと を 願って いる 



と、 二人 は あたかも 絲に ひかれる ように、 わたしの 車 

室へ 入り込んで 来たので、 占めたと 思って 見て いると、 

あいにく 車内に は 空席が 多かった ので、 かれら はわた 

しよりも 遠く 離れた 隅の 方の 席に 腰をおろした。 

それでも 二人 はわた し を 見付けて、 遠方から 黙礼し 

た。 わたし も 黙礼した。 さりと て 馴れ なれし く 其の 近 

所へ 席 を 移す わけに も 行かない ので、 わたし は 残念な 

がら 遠目に 眺めて いる ほかはなかった。 

かれらが 今日 もこ こから 乗 込んだ の を 見る と、 おと 

とい は 次の 駅で いったん 下車して、 さらに 下り列車に 

乗り かえて F の 町へ 引つ 返し、 きのう 一日 は 自宅に と 



どま つ て、 きょうの 午前に 再び 出て 来た ものら しく 思 

われた。 かれらの 服装 も 行李 もす ベて 先日の 通りで 

あった。 私 はなお 注意して 窺う と、 兄 も 妹 も その 顔色 

が 先日よりも 更によ くない。 殊に 妹の 顔 は 著る しく 蒼 

ざめ ている ように 見えた。 

かれら は K の 町から 続々 乗 込んで 来る 蛇の 群れに 悩 

まされて いるので はない かな どと、 私 はいろ いろの 空 

想 をめ ぐらしながら ひそかに その 行動 を 監視して いた 

が、 かれらの 上に 怪しい ような 点 も 見いだ されな かつ 

うつむ 

た。 妹 は 黙って 俯向いて いた。 兄 も 黙って 車 外 をな が 

めて いた。 



んは 先生と わたしに 茶 をつ いで くれた。 

うち 

「あの方 はお 家のお 嬢さん じゃありません なご と、 わ 

たし は 訊いた。 

「娘じゃありません ご と、 奥さん は 笑いながら 答えた。 

「娘 は 少し 風邪 を 引いて 二、 三日 前から 寝て います。 

あの人 は 多 代 子さん といって、 よそから 預かって いる 

のです ご 

「多 代 子さん …… 。 もしゃ あの方 は 広島県の 人 じゃあ 

リ ません か。 F の 町の …… ご 

「ええ ご と、 奥さん は 先生と 顔 を 見合せ た。 「よく 御 

存じです ね ご 



と 一緒に 乗って いたかな。 多 代 子さん に 賄賂で も 使つ 

て 置かない と、 飛んでも ない こと を 素っ破抜かれる 

ぜご 

奥さん も 私 も 笑い出した。 

多 代 子 は F の 町の 近在の 三 好と いう 豪農の むすめで、 

とおる 

兄の 透と いう 青年と 一緒に 上京して、 ある 女学校に 

通って いる。 先生 は 三 好の 家と 特別の 関係が ある わけ 

でもない が、 ある 知人から 頼まれて、 多 代 子 だけ を預 

かって 監督して いる。 先生の 家に も 多 代 子と 同年の 娘 

力た 力た 

があって、 おなじ 女学校に 通って いるので、 旁々 その 

世話 をして やる ことにな つたので ある。 兄の 透 はこの 



一 匹の 青大将 を 多 代 子さん の 顔へ …… き やっとい う 騒 

ぎのうち に、 相手 は 逃げて しまったので すが、 なんで 

いけがき 

も 横手の 生垣 を 破って 忍び込んだら しいので す。 娘の 

話で は、 そのうし ろ 姿が 若い 学生ら しかった という こ 

とです。 まだ それだけなら 好い のです けれど、 その後 

にたび たび 多 代 子さん のと ころ へ 脅迫状 をよ こして、 

午後 八 時 ごろまでに 根津 権現の 表門 前まで 来て くれ、 

さもなければ、 いつまでも 蛇 を もってお 前 を 苦しめる 

からそう 思え、 というよ うな ことが 書いて あるので す- 

一 度 や 一 一度 は 打つ ちゃ つ て 置きました けれど 余りた び 

たび 重なるので、 一応 は 警察へ 届けて 置く 方が よかろ 



うとい つて、 良人 はさ つ きから 警察 へ 行って いるので 

す。 いずれ 不良 青年の 仕業でしょう けれど、 困って し 

ま レ ますよ 」 

「けしからん ことです な。 それで 多 代 子さん は 寝て い 

るんで すか ご 

「なんだか 気分が 悪い といって、 二、 三日 前から 学校 

を 休んで いるので すご 

勿論、 不良 青年の 仕業で あろうが、 その 青年が もし 

や 広島県の K の 町の 人間で はない かと、 わたし は 考え 

た。 そうして、 思わず 口 を すべらせた。 

「多 代 子さん に は 蛇が 祟って いるよう ですな ご 



わたし は その 晚 すぐに 先生の 家 を 訪問す ると、 先生 は 

誰かの 洋行 送別会に 出席した といつ て 留守であった。 

奥さんに 会って、 わたし は 新聞記事の 詳細 を 聞きた だ 

すと、 奥さん はまず 第一 にこん な こと を 言い出した。 

「どうも わたし は 驚き ましたよ。 多 代 子さん を 付け 

狙った 不良 青年 は、 やっぱり 広島県の K の 町の 生れ 

だ つたそう です ご 

「そうです かごと、 わたし も 眼 を かがやかした。 「じ や 

みもと 

あ、 多 代 子さん の 身許 を 知っていたん でしよう かご 

「それ は 知らないの だそう です がね。 そんな 事 を 常習 

的に やって いるので、 警察から も 眼 をつ けられて いる 



不良 青年で、 多 代 子さん が F の 町の 人 だか、 三 好と い 

う 家の 娘 だか、 そんな こと はなん にも 知らないで、 た 

きりょう 

だ その 容貌の 好い の を 見て 付け狙つ たという だけの 事 

らしい のです。 しかし、 それが ちょうどに K の 町の 人 

間 だとい うのが 不思議じゃありません かご と、 奥さん 

は 眉 をよ せた。 

「不思議で すね ご と、 私 もなん だか 不思議の ように 思 

われて ならなかった。 

「ねえ、 そうでし ようご と、 奥さん は 重ねて 言った。 

「良人 は あんな 人です から、 何 を 言っても 取合って は 

くれません けれど、 わたし はなんだ か 気になる ので、 



多 代 子さん にいろい ろ 訊いて みました が、 本人 はなん 

にも 心 当りがない と言うの です。 けれども、 あなたの 

お 話に よると、 多 代 子さん の 兄妹 は 汽車の なかで 蛇の 

話 を 聞いて、 途中で 急に 下車して 家に 引つ 返したら し 

いという じゃありません か。 してみ ると、 やっぱり 何 

か 思 い 当る y J とが あるに 相違な いと 思われる のです が 

…… ご 

当人が 隠して いるもの を 無理に 詮議す るの も 好くな 

いから、 まず 其の ままに して 置いた が、 その 以来、 自 

分の 家に 多 代 子さん を 預かって いるの が 何だか 不安に 

なって 来たと、 奥さん は 小声で 話した。 奥さんの 鑑定 



通り、 多 代 子 は 何 かの 秘密 を 知っていながら、 あくま 

でも 知らないと 言い張つ ている らしく 思われた が、 さ 

しょせん 

て それが どんな 秘密で あるか は、 所詮 われわれの 想像 

の 及ばない ことであった。 

「多 代 子 さ んの 兄さんが 来たと きに 訊いて みようかと 

も 思う のです が、 それ もなん だか 変です からね え ご と 

奥さん は 考えて いた。 

「それ はお 止しに なった 方が いいで しょうご と、 わた 

し は 注意した。 「そのうちに は 自然に 判る ことがある 

かも 知れません ご 

「そうです ねえ。 多^子 さんと 違って、 透さん にう つ 



「もう 少し 前に、 若い 男が 一 人 はいって 行き ましたろ 

うご 

それ は 透の ことで あろうと 私 は 察した ので、 いかに 

も 其の 通り だと 答える と、 男 はわた しを路 ばた の 或る 

のき 

家の 軒 ランプの 下へ 連れて行って、 一枚の 名刺 をと り 

出して 見せた。 彼 は X X 警察署の 刑事 巡査であった。 

「あの 若い 男 は 三 好 透と いう 学生で しょうご と、 刑事 

は 小声で 言った。 

「そうです。 」 

「江 波 博士と どういう 関係が あるので しょうご 

相手が 警察の 人間で あるので、 わたし は 自分の 知つ 



限らない。 わたし は 翌朝、 会社の 方へ ちょっと 顔出し 

をして、 すぐに 根津へ 廻ろうと 思って いたので あるが、 

会社へ 出る とや はり 何 かの 用に 捉えられて、 午前 十一 

時 ごろに ようよう 自由の 身に なった。 きょうは 何だか 

せ くるま 

気が 急く ので、 わたし は 人車に 乗って 根 津へ龃 けつけ 

ると、 先生 はもう 学校へ 出た 留守であった。 それ は最 

初から 予想して いたので、 わたし は 二階へ 通されて 奥 

さんに 会った。 

「ゆうべ は あれから どうな りました ご と、 わたし はま 

、す Irt ヽ ち。 

1.C 言 レ 1/ 

「あなたが 帰って から 三十 分 ほどして、 良人 は 帰って 



は 途中の どこかで 下車した のか、 いずれにしても、 こ 

こで 偶然に 私と 席 をなら ベる ことにな つたので ある。 

「や あ。 あなた もお 乗りでした か。」 

ども 

わたし は 少しく 吃りながら 挨拶す ると、 彼 も 笑いな 

がら 会釈した。 その 顔 は 先夜と 打って 変って 頗る 晴 

れ やかに 見えた。 

「急に 暑くな りました ご と、 彼 は 馴れ なれし く 言った _ 

「そうです。 俄か 天気で 暑くな リ ました。 しかし 梅雨 

もこれ で 晴れる でしよう ご と、 わたし も だんだんに 落 

着いて 話し 始めた。 

彼 はや は リニ、 三日 前に 東京 を 去った ので あるが、 



と、 彼 は 答えた。 

彼 は 自分のう しろに、 刑事の 黒い 影が 付いていた 事 

など を 知らないであろう。 わたし は 更に 進んで、 かれ 

らと桐 沢 氏との 関係な ど を 問いき わめようと 試みた が、 

それ は 不成功に 終った。 それらの 問いに 対して は、 彼 

は 努めて 明快の 返答 を あたえる こと を 避けて いるら し 

く 見えた。 それが 又 大いに わたしの 獵奇心 を そそった 

ので も あるが、 何分に も 混雑の 列車 内と いい、 かつ は 

三時 間ば かりの 短時間で あるので、 わたし は 結局 その 

目的 を 達し 得なかった。 十 時 過ぎる ころに F の 駅に 到 

着して、 彼 はわた しに 別れ を 告げて 去った。 



「そう 言えば、 まったくそう です。」 と、 わたし も 溜息 

まじりに 答えた。 「そうして、 多 代 子さん の 方 はどう 

しました ご 

「多 代 子さん は 無事です。 あの人 は 幸福で しょうご 

奥さんの 話に よると、 多 代 子 は 学校 を 出る と 間 もな 

く、 桐 沢 氏の 媒妁 で、 現在の 夫の 深 見 氏 方へ 縁付いた 

ので ある。 深 見 氏 は 養子で、 その実 家が 広島県の 民の 

町に ある こと は 世間で も 知ってい るので あるから、 関 

係 者 一同が 知らない 害 はない。 K の 町の 蛇が F の 町へ 

ゆく —— その 汽車ち ゆうの 出来事 を わたしから 聞かさ 

れ ている ので、 深 見 氏が K の 町の 出身で あると いう こ 



あって、 なに かの 事情から K の 土地に 住む 豪族の 森 戸 

家へ 夜討ち を かけて、 その 一家 を 攻め ほろぼした。 そ 

の 後、 森 戸 家 の 遺族と か 残党と かい う 者 ど もが 手 を か 

え、 品 を かえて、 徳 川の 初期に 至る まで 約 五十 年の 間、 

根よ く 復謦を 企てた が、 用心の いい 三 好 家で は 一 々そ 

れを 返り 討に して、 結局 かれら を 根絶やしに してし 

まった。 女子供まで も 亡ぼし 尽くした。 その 以来、 一 

種の 怪しい 呪 詛が三 好 家に 付き まとって、 代々 の 家族 

が 蛇に 祟られる というの である。 

三 好 家 は 関ヶ原の 合戦 以後、 武士 を やめ 普通の 農家 

となった が、 その 祟り はや はり 消え去らな いので、 元 



から、 前に 言った ような 種々 の 不思議 (？) が 再び 現 

われて 来たので ある。 三 好 家で は 勿論 かくして いるが、 

しばしば 怪しい 蛇に 見舞われて、 何 かの 迷惑と 恐怖と 

を 感ずる ことがある らしい。 それに 対して、 桐 沢 氏 も 

最初 は 一 笑に 付して いたが、 近頃で は 「どうも 不思議 

だ ご などと 首をかしげ ている 事 も あると いう。 した 

がって、 桐 沢 氏が K の 町 出身の 深 見 氏のと ころへ 多 代 

子 を媒妁 する ことにな つたの は、 故意 か 偶然 か 判らな 

い。 次 郎君 は 

「親父 は 何 かの 罪 亡ぼしの つもり かも 知れない ご と 

笑って いるそう であるが、 さて その 深 見 氏が、 かの 森 



の 家に いると きに、 そんな 剌青 のなかつ たの は 確かで 

すから、 深 見さん へ 縁付いて からの ことに 相違 ありま 

せんが、 それ を 深 見さん が 彫らせた のか、 自分が 内証 

で 彫った のか、 それ は 一 切 秘密です。 深 見さん も それ 

に 就いては 何も 言いません。 なにしろ 深 見さん は K 町 

の 出身で、 それと 結婚した 多 代 子さん が 訳の わからな 

い 死に 方 をして、 その 腕に 蛇の 刺青が 発見され たとい 

うのです から、 いろいろの ことが 又 思い出されます。 

多 代 子さん の 郷里の 実家 は 両親と もに 死んで しまって、 

総領 の 息子 さ ん が —— 台湾で 死んだ 透さん の 兄です。 

—— 相続して いるので すが、 こちらから 多 代 子さん の 
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